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急斜面領域 緩斜面領域  
図 2  実験座標系 
波浪の集中機構を把握し易くするため，一様水深部の波
高 2.8cm、周期 1s の規則波と，うねり性波浪に見られるよ
うな長周期変動成分の発達しやすい群波の2つを使用した．
波向きはいずれも直入射である。群波は 2 つの相異なる周
















































図3  画像を用いた斜面遡上解析概要図 
容量式波高計を用い，図 4 において岸-沖方向で 0.05m～
1.7m， 殿岸方向で0.525m～2.475mの範囲内の格子測定点 （全
168点） において波高および平均水位上昇の分布を測定した．
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図9  ケース Cにおける流速平面分布（規則波） 
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図 10  構造物未設置状態についての流速平面分布比較
（左：計算値，右：実験測定値） 
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